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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の需要動向を踏まえ、平成 20 年８月７日に公表いたしました「平成 21 年３月期 連

結業績予想数値」（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせします。 

記 

１． 業績予想数値の修正 

 (1) 平成 21 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回 発表予想  (A) 
（平成 20 年８月７日発表） 

百万円 
406,000 

百万円 
15,000 

百万円 
15,000 

百万円 
8,500 

今回 修正予想  (B) 380,000 11,000 10,000 3,500 
増減額      (B-A) △26,000  △4,000  △5,000 △5,000 
増減率 △6.4％ △26.7％ △33.3％ △58.8％ 
(ご参考) 前期実績 
（平成 20 年３月期） 

 
387,080 

 
18,271 

 
17,643 

 
8,397 

 
(2) 修正の理由 

第３四半期以降のわが国経済は、原材料高騰や輸出の減速から景気後退とな

りつつあるところへ、米国発の金融危機による円高や株式相場の大幅な下落な

ども加わり、さらなる悪化が予想されます。海外におきましても、欧米はもと

より新興国においても大幅な成長鈍化が見込まれ、世界的な景気後退が、今後

長期化する可能性が大きくなっております。当社グループを取り巻く環境も、

先進国における自動車の大幅な減産、新興国における建設機械需要の減退など、

かつてない程の厳しい状況になることが予想されます。 

このような状況下の中、当社グループは、原材料高を反映した売価改定はも

とより、設備投資の絞り込み、人件費や経費の圧縮など、取り得るすべての方

策にグループ一丸となって取り組み、業績の悪化を最小限に食い止める所存で

はありますが、前回公表した予想を下回る見込みとなりました。 

 
以上 


